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１　

は
じ
め
に

雄
大
な
羊
蹄
山
と
ニ
セ
コ
連
峰
に
囲
ま
れ
、
清
流

尻
別
川
が
流
れ
る
自
然
豊
か
な
ま
ち
倶
知
安
町
は
、

夏
は
冷
涼
な
気
候
で
過
ご
し
や
す
く
、
冬
は
全
国
屈

指
の
豪
雪
地
帯
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ニ
セ
コ

エ
リ
ア
の
メ
イ
ン
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る
ひ
ら
ふ
地
区
に

は
、
上
質
な
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
に
魅
了
さ
れ
た
多
く

の
ス
キ
ー
ヤ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
が
国
内
外
か
ら

訪
れ
、
近
年
で
は
雪
を
見
た
こ
と
が
な
い
ア
ジ
ア
か

ら
の
富
裕
層
の
入
込
み
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

倶
知
安
町
の
２
０
１
９
年
６
月
末
現
在
の
人
口
は

１
万
５
１
４
５
人
、
う
ち
外
国
籍
住
民
は
７
３
７
人
で

す
が
、
２
０
１
９
年
１
月
末
の
人
口
は
１
万
６
６
９
３

人
、
う
ち
外
国
籍
住
民
は
２
０
４
８
人
と
、
冬
季
間

に
は
人
口
の
１
割
以
上
が
外
国
籍
住
民
と
な
り
ま

す
。
彼
ら
は
、
83
万
人
の
冬
季
間
の
観
光
客
を
支
え

る
数
多
く
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
関
係
の
シ
ョ
ッ
プ
や

ス
ク
ー
ル
で
働
く
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
や
ガ
イ
ド
、

宿
泊
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
く
外
国
人
た
ち
で

す
。
ひ
ら
ふ
地
区
に
は
、ホ
テ
ル
、温
泉
宿
、コ
テ
ー

ジ
、
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
な
ど
約
３
０
０
棟
の
宿
泊
施

設
と
商
業
施
設
が
立
ち
並
び
、
２
０
１
８
年
度
の
外

国
人
観
光
客
宿
泊
延
数
は
約
46
万
人
泊
、
２
０
０
９

年
度
の
２
・
７
倍
と
な
り
、ま
さ
に
国
際
的
な
リ
ゾ
ー

ト
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

先進・ユニーク条例【解説】

　北海道倶知安町は「倶知安町宿泊税条例」
を制定した（条例第21号として、平成30年
12月13日公布、一部を除き令和元年11月
１日施行）。
　ホテルなどの宿泊客から宿泊料金の２％を
「宿泊税」として徴収するとしており、税額
を割合で定める「定率制」の宿泊税を定めた
条例としては全国初。

２　

条
例
制
定
に
至
っ
た
背
景
と
経
緯

ひ
ら
ふ
地
区
は
、
１
９
８
０
年
代
の
バ
ブ
ル
経
済

期
に
伴
う
ス
キ
ー
・
テ
ニ
ス
ブ
ー
ム
の
中
、
多
く
の

ペ
ン
シ
ョ
ン
や
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
が
開
業
し
、
ウ
ィ

ン
タ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
成
長
し
て
き
ま
し
た
が
、

バ
ブ
ル
崩
壊
後
は
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
廃
業
等
が
目
立

つ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
２
０
０
０
年
頃
か
ら
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
、

登
山
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
、
夏
の
自
然
を
満
喫
で

き
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
人
気
と
な
り
、ま
た
、オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
を
中
心
に
、
口
コ
ミ
で
ニ
セ
コ
エ
リ
ア

の
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
の
人
気
が
高
ま
っ
た
こ
と
か

ら
、
外
国
人
観
光
客
が
増
加
し
、
ひ
ら
ふ
地
区
に
は

倶
知
安
町
総
合
政
策
課
総
合
政
策
係
係
長
　
萩
原　

麻
紀

北海道
倶知安町

倶
知
安
町
宿
泊
税
条
例
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海
外
投
資
に
よ
る
ホ
テ
ル
、
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
な
ど

の
建
設
が
相
次
ぎ
、
２
０
１
０
年
頃
か
ら
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
だ
け
で
な
く
、
香
港
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

か
ら
の
不
動
産
ビ
ジ
ネ
ス
の
開
発
事
業
の
進
出
も
始

ま
り
ま
し
た
。

滞
在
型
宿
泊
施
設
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

外
国
人
宿
泊
延
数
や
夏
季
シ
ー
ズ
ン
の
ロ
ン
グ
ス
テ

イ
客
は
増
加
し
、
町
に
と
っ
て
は
明
る
い
要
素
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
一
方
で
、
交
流
人
口
が
増
え
た
こ

と
に
よ
る
ご
み
排
出
量
の
増
加
、水
使
用
量
の
増
加
、

除
排
雪
体
制
の
強
化
な
ど
新
た
な
課
題
が
生
ま
れ
た

ほ
か
、
ひ
ら
ふ
地
区
で
は
、
観
光
施
設
の
老
朽
化
や

未
整
備
、
日
本
人
居
住
者
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
、
町
全
体
で
は
市
街
地

と
ひ
ら
ふ
地
区
と
の
連
携
、
二
次
交
通
の
整
備
、
無

料
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の
整
備
、
観
光
地
と
し
て
安
心
で
き

る
防
犯
体
制
の
確
立
な
ど
、
国
際
リ
ゾ
ー
ト
地
・
倶

知
安
と
し
て
成
長
し
続
け
る
た
め
、
ま
た
、
地
域
に

暮
ら
す
住
民
が
安
全
・
安
心
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め

に
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
生
ま

れ
ま
し
た
。

課
題
解
決
に
は
財
源
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

平
成
27
年
８
月
に
、
役
場
内
に
「
新
し
い
財
源
確
保

の
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
以
下
「
Ｗ
Ｇ
」
と

と
い
う
。）」
を
立
ち
上
げ
、
広
く
財
源
確
保
の
方
法

に
つ
い
て
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

Ｗ
Ｇ
で
は
、
最
初
に
別
荘
等
所
有
者
に
課
税
す
る

「
家
屋
敷
課
税
」
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
が
、

明
確
に
別
荘
等
の
物
件
を
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
な

こ
と
、
ま
た
、
所
有
者
が
使
用
し
な
い
時
に
旅
館
業

法
に
基
づ
き
他
者
に
貸
出
し
を
す
る
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア

ム
を
家
屋
敷
と
言
え
る
の
か
と
い
う
総
務
省
の
見
解

も
あ
り
、
家
屋
敷
課
税
の
導
入
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

次
に
、
ス
キ
ー
場（

注
）の

リ
フ
ト
利
用
者
に
課
税
す
る

リ
フ
ト
税
に
つ
い
て
は
、
隣
町
の
ニ
セ
コ
町
と
同
時

に
導
入
し
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
も
の
で
あ
り
、

リ
フ
ト
利
用
者
が
負
担
者
に
な
る
リ
フ
ト
税
の
受
益

者
の
特
定
は
難
し
い
、
な
ど
の
こ
と
か
ら
、
Ｗ
Ｇ
で

は
、
静
岡
県
熱
海
市
が
導
入
し
て
い
る
法
定
外
普
通

税
や
東
京
都
、
大
阪
府
で
導
入
さ
れ
た
法
定
外
目
的

税
の
検
討
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
平
成
29
年
５
月
、

新
し
い
財
源
確
保
の
検
討
Ｗ
Ｇ
を
「
宿
泊
税
導
入
検

2009(H21) 2010(H22 2011(H23) 2012(H24 2013(H25) 2014(H26 2015(H27) 2016(H28 2017(H29) 2018(H30
167,646 187,131 128,996 228,345 273,928 286,979 391,149 354,303 433,685 464,969
56,823 62,262 43,000 75,660 97,956 121,851 173,472 176,962 234,462 249,444
91,854 99,665 69,469 127,986 143,904 120,074 152,227 97,966 96,545 116,164
3,999 4,677 3,522 7,033 8,006 14,696 19,006 19,028 22,371 35,480
7,219 11,149 7,004 9,812 11,647 16,282 21,533 22,049 25,856 29,168
7,751 9,378 6,001 7,854 12,415 14,076 24,911 38,298 54,451 34,713
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討
Ｗ
Ｇ
」
に
名
称
変
更
し
、
宿
泊
税
に
絞
っ
て
検
討

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
宿
泊
税
導
入
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施
や
有
識
者
会
議
の
開
催
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
な
ど
を
経
て
、
平
成
30
年
12
月
13
日
に
平
成
30
年

第
４
回
定
例
議
会
に
お
い
て
倶
知
安
町
宿
泊
税
条
例

（
以
下「
本
条
例
」と
い
う
。）が
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

３　

条
例
内
容
に
つ
い
て

本
条
例
は
全
20
条
か
ら
な
り
、
一
部
を
除
き
、
令

和
元
年
11
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

（
１
）
納
税
義
務
者
等

旅
館
業
法
の
許
可
を
受
け
て
行
う
町
内
の
旅
館
・

ホ
テ
ル
営
業
、
簡
易
宿
所
営
業
に
係
る
施
設
又
は
住

宅
宿
泊
事
業
法
に
係
る
住
宅
（
以
下
こ
れ
ら
を
「
宿

泊
施
設
」
と
い
う
。）
に
宿
泊
す
る
宿
泊
者
が
納
税

義
務
者
と
な
り
ま
す
。
宿
泊
税
の
徴
収
は
特
別
徴
収

の
方
法
に
よ
り
、
宿
泊
施
設
を
営
む
者
が
特
別
徴
収

義
務
者
と
な
り
ま
す
が
、
次
に
掲
げ
る
者
か
ら
は
、

宿
泊
税
を
徴
収
し
ま
せ
ん
。

①
学
校
教
育
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
26
号
）
第
１

条
に
規
定
す
る
学
校（
大
学
を
除
く
。）の
幼
児
、

児
童
、
生
徒
、
学
生
及
び
引
率
者
で
、
当
該
学

校
が
主
催
す
る
修
学
旅
行
そ
の
他
規
則
で
定
め

る
学
校
行
事
に
参
加
し
て
い
る
も
の

②
学
校
教
育
法
第
１
条
に
規
定
す
る
中
学
校
、
義

務
教
育
学
校
（
前
期
課
程
を
除
く
。）、
高
等
学

校
、
中
等
教
育
学
校
、
特
別
支
援
学
校
（
幼
稚

部
及
び
小
学
部
を
除
く
。）、
大
学
、
高
等
専
門

学
校
若
し
く
は
学
校
教
育
法
第
１
２
４
条
で
規

定
す
る
専
修
学
校
の
生
徒
又
は
学
生
で
、
倶
知

安
町
内
で
職
場
体
験
を
行
う
も
の

こ
れ
は
、
倶
知
安
町
で
の
修
学
旅
行
や
学
校
行
事

は
、
町
の
文
化
や
豊
か
な
自
然
の
中
で
の
体
験
活
動

を
通
し
て
、
北
海
道
を
始
め
日
本
全
国
の
学
生
・
生

徒
に
学
び
や
体
験
の
場
を
提
供
す
る
教
育
活
動
の
一

環
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
公
益
性
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
着
目
し
て
課
税
免
除
と
し
ま

し
た
。
職
場
体
験
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て

も
、
全
国
的
に
観
光
人
材
が
不
足
し
、
国
で
も
観
光

人
材
確
保
の
た
め
外
国
人
労
働
力
の
受
入
枠
を
拡
大

し
て
い
る
中
、
本
町
で
優
秀
な
観
光
人
材
を
少
し
で

も
多
く
確
保
し
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
充
実
を
図
る

た
め
に
免
除
と
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
税
率

宿
泊
税
の
税
率
は
、
課
税
標
準
で
あ
る
宿
泊
料
金

の
２
％
で
す
。

宿
泊
税
の
検
討
を
始
め
た
当
時
は
、
全
国
の
先
進

事
例
で
も
「
定
額
制
」
を
採
用
し
て
お
り
、
ま
た
、

北
海
道
で
も
「
観
光
税
」
の
検
討
が
さ
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
北
海
道
と
倶
知
安
町
の
両
方
で
課
税
す
る

場
合
、
そ
の
課
税
方
法
が
異
な
る
と
、
特
別
徴
収
義

務
者
で
あ
る
宿
泊
事
業
者
が
徴
収
時
に
混
乱
を
き
た

す
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
町
の
地
域

特
性
と
し
て
、
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
の
部
屋
貸
し
や
戸

建
て
の
１
棟
貸
し
を
行
う
宿
泊
施
設
も
多
く
、
そ
の

よ
う
な
宿
泊
施
設
で
は
、
定
額
制
の
場
合
に
は
、
宿

泊
人
数
に
応
じ
て
一
人
当
た
り
の
宿
泊
料
金
を
算
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
特
別
徴
収
義
務
者
の
徴
収
手

続
を
簡
素
化
す
る
た
め
、
定
率
制
の
導
入
を
検
討
し

始
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
北
海
道
の
「
観
光
税
」
の
検
討
が
減
速

し
た
こ
と
、
も
と
も
と
宿
泊
事
業
者
の
方
か
ら
定
率

制
で
の
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
、
税
の
三
原
則
の
一
つ

で
あ
る
「
簡
素
」
と
倶
知
安
町
の
地
域
特
性
に
配
慮

し
た
こ
と
、
倶
知
安
町
法
定
外
税
に
係
る
有
識
者
会

議
に
お
い
て
も
定
率
制
で
の
導
入
に
同
意
を
得
た
こ

と
を
総
合
的
に
判
断
し
て
、
定
率
制
の
導
入
を
決
定

し
ま
し
た
。

税
率
は
、課
税
自
主
権
に
基
づ
き
、納
税
者
に
と
っ

て
過
重
な
負
担
に
な
ら
な
い
額
で
、
各
自
治
体
が
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
や
納
税
者
の
担
税
力
に
応
じ

て
、
独
自
に
設
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
町
が

宿
泊
税
を
財
源
と
し
て
取
り
組
む
施
策
を
実
施
す
る

場
合
、
概
算
で
3
億
８
０
０
０
万
円
ほ
ど
の
事
業
費

が
必
要
に
な
る
と
推
計
し
、
そ
の
事
業
費
に
必
要
な

財
源
確
保
と
し
て
、
２
％
の
税
率
で
計
算
し
た
宿
泊

税
が
必
要
に
な
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
場
合
、
諸
外

国
の
宿
泊
税
は
１
％
か
ら
始
ま
り
、
事
業
費
に
応
じ

先進・ユニーク条例
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て
経
年
で
税
率
を
順
次
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
が
通

例
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
町
を
始
め
と
し
て
国
内

で
は
、
税
率
引
上
げ
に
は
抵
抗
感
が
あ
り
、
短
期
間

で
の
引
上
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
２
％
と
し
ま
し
た
。

（
３
）
課
税
標
準

宿
泊
税
の
課
税
標
準
は
、
次
の
と
お
り
で
す

（
１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）。

●
１
人
当
た
り
ご
と
に
宿
泊
料
金
を
計
算
す
る
場

合　

１
人
の
宿
泊
料
金

●
１
部
屋
当
た
り
ご
と
に
宿
泊
料
金
を
計
算
す
る

場
合　

１
部
屋
の
宿
泊
料
金

●
１
棟
当
た
り
ご
と
に
宿
泊
料
金
を
計
算
す
る
場

合　

１
棟
の
宿
泊
料
金

こ
こ
で
い
う
宿
泊
料
金
と
は
、
素
泊
ま
り
料
金
と

そ
れ
に
掛
か
る
サ
ー
ビ
ス
料
な
ど
を
い
い
、消
費
税
、

入
湯
税
等
に
相
当
す
る
金
額
、
食
事
代
、
電
話
代
な

ど
は
含
み
ま
せ
ん
。
食
事
代
を
宿
泊
料
金
か
ら
明
確

に
区
分
で
き
な
い
場
合
は
、
食
事
の
回
数
に
よ
り
、

規
則
で
定
め
る
率
を
宿
泊
料
金
か
ら
控
除
し
て
計
算

し
ま
す
。

（
４
）
申
告
納
入

特
別
徴
収
義
務
者
は
、
各
月
の
初
日
か
ら
末
日
ま

で
の
間
の
宿
泊
に
係
る
宿
泊
税
に
つ
い
て
、
原
則
と

し
て
、
宿
泊
施
設
ご
と
に
翌
月
の
末
日
ま
で
に
、
納

入
申
告
書
を
町
長
に
提
出
し
、
そ
の
納
入
金
を
納
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
別
徴
収
義
務
者
の
申

告
手
続
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
所
定
の
要
件
を

満
た
す
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
、
３
か
月
分
を
取

り
ま
と
め
た
年
４
回
の
申
告
納
入
期
限
の
特
例
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

４　

条
例
制
定
に
基
づ
く
取
組

「
倶
知
安
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

の
基
本
目
標
の
一
つ
、「
く
っ
ち
ゃ
ん
で
過
ご
す
」

に
あ
る
「
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
」
を
実
現
す
る

た
め
に
、
観
光
客
の
満
足
度
を
上
げ
、
ま
た
来
て
も

ら
う
た
め
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
観
光
課
題

を
整
理
し
た
上
で
、
そ
の
解
決
と
観
光
振
興
を
図
る

た
め
の
個
別
施
策
を
次
の
と
お
り
掲
げ
て
い
ま
す
。

●
域
内
交
通
網
の
整
備

●
ニ
セ
コ
・
羊
蹄
山
の
環
境
保
全

●
安
心
・
安
全
な
リ
ゾ
ー
ト
の
形
成

●〝
観
光
イ
ン
フ
ラ
”
の
整
備

●
新
幹
線
を
意
識
し
た
ま
ち
づ
く
り

各
個
別
施
策
を
具
体
化
す
る
個
別
事
業
は
、
各
年

度
で
予
算
化
す
る
に
当
た
り
、
行
政
だ
け
で
決
定
す

る
の
で
は
な
く
、
観
光
関
係
事
業
者
、
宿
泊
事
業
者
、

観
光
団
体
な
ど
か
ら
広
く
意
見
を
聴
く
機
会
を
設
け

る
ほ
か
、
宿
泊
税
の
主
た
る
納
税
者
で
あ
り
受
益
者

で
あ
る
観
光
客
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
実
施
し
な

が
ら
決
定
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
宿
泊
税
を
用
い
た
施
策
に
は
多
額
の
財
政

需
要
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
基
金
を
創
設
し
て
、
使
い

道
を
明
確
に
観
光
振
興
に
限
定
し
、
中
長
期
的
な
財

源
と
し
て
活
用
す
る
予
定
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
宿
泊
税
を
課
し
て
い
る
先
例
地
に
お

い
て
は
、
特
別
徴
収
に
係
る
事
務
負
担
を
報
償
し
、

併
せ
て
納
期
内
納
入
の
意
欲
の
高
揚
を
図
る
も
の
と

し
て
、
納
付
税
額
の
１
％
～
２
・
５
％
程
度
の
額
で
、

特
別
徴
収
義
務
者
に
対
し
、
特
別
徴
収
奨
励
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
同
様
の
仕
組
み
は
必
要
な
も
の

と
考
え
、
交
付
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

５　

お
わ
り
に

宿
泊
税
は
法
定
外
目
的
税
の
た
め
、「
目
的
」
を

し
っ
か
り
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
本
条
例
の
第
１

条
で
「
世
界
に
誇
れ
る
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
発
展
し

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、
地
域
の
魅
力
を
高
め
る
と

と
も
に
、
観
光
の
振
興
を
図
る
施
策
に
要
す
る
費
用

に
充
て
る
た
め
」
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

本
町
の
場
合
、
宿
泊
客
の
受
益
に
着
目
し
、
広
く

負
担
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
免
税
点
を
設
け

て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
宿
泊
客
か
ら

も
宿
泊
税
を
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
本
町

の
観
光
課
題
の
解
決
や
観
光
振
興
の
施
策
の
中
に

は
、
間
接
的
で
は
あ
っ
て
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
客
へ
の
恩

恵
や
町
民
生
活
が
豊
か
に
な
る
も
の
が
含
ま
れ
て
く

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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そ
の
た
め
に
も
、
数
か
月
後
に
迫
っ
て
い
る
条
例

施
行
日
へ
向
け
て
、
制
度
説
明
会
・
実
務
研
修
会
な

ど
を
実
施
し
な
が
ら
、
特
別
徴
収
義
務
者
、
関
係
機

関
等
へ
の
周
知
・
調
整
に
努
め
、
宿
泊
税
を
納
め
て

い
た
だ
く
観
光
客
・
宿
泊
客
の
皆
さ
ま
に
御
理
解
い

た
だ
け
る
よ
う
、
世
界
に
誇
れ
る
リ
ゾ
ー
ト
地
を
目
指

し
て
各
部
署
連
携
し
て
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

注
標
高
１
３
０
８
ｍ
の
ニ
セ
コ
ア
ン
ヌ
プ
リ
山
の
裾
野

に
は
、「
ニ
セ
コ
グ
ラ
ン
・
ヒ
ラ
フ
ス
キ
ー
場
」「
ニ
セ

コH
A
N
A
ZO
N
O

ス
キ
ー
場
」（
以
上
倶
知
安
町
）「
ニ

セ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
ス
キ
ー
場
」「
ニ
セ
コ
ア
ン
ヌ
プ
リ
国
際

ス
キ
ー
場
」（
以
上
ニ
セ
コ
町
）
と
い
う
４
つ
の
大
型
ス

キ
ー
場
が
連
な
っ
て
い
る
。

宿泊税の案内チラシ

先進・ユニーク条例


